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大人たちは団子？ 

金
木
桜
ま
つ
り
が
毎
年
恒
例
の

四
月
二
十
九
日
か
ら
カ
月
石
日
ま

で
の
一
週
間
、
県
立
芦
野
公
園
で

開
か
れ
、
期
間
巾
約
ー
四
万
人

（
昨

年
ー
五
万
人
）
の
花
見
客
が
県
内

外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
例
年
に
な
い
好
大
が
続

い
た
た
め
、
公
園
内
の
二
干
 
百

本
の
桜
が
二
十
日
に
は
満
開
と
な

り
、
ま

つ
り
初
日
を
前
に
し

て
葉

桜
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

好
天
に
恵
ま
れ
た
二
十
九
日
の

開
会
式
で
鳴
海
町
長
は
 
「桜
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
良
い
天
候
が
続
く

と
の
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
人
出
が

期
待
で
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
 

来
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開

幕
を
祝
い
ま
し
た
。
 

比
較
的
好
天
に
恵
ま
れ
た
期
間

中
、
潮
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
林
あ
さ

み
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会

に
は
大
勢
の
人
が
集
ま
り
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

公
園
内
で
は
葉
桜
の
ド
、
酒
宴

の
輪
が
い
く
つ
も
広
が
り
、
ま
つ

り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
 

出店通りのにぎわい 



第14回 
津軽三味線 
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▲審査員の厳しい目 

一屈 

第
十
四
回
津
軽
三
味
線
全

日

本
金
木
大
会
が

五
月
四

日
、
雨

の
た
め
三
味
線
会
館
野
外
ス
テ
 

ー
ジ
か
ら
金
木
小
学
校
体

育
館

に
変
更
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
参
加

者
は
個
人

の
部
百
九
人
、

団
体

十
三
組
百
二
人

で
、
各
部
門
）
」
 

と
に
別
れ
て
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

仁
太
坊
賞
を
受
賞
し
た
黒
津
博
幸
さ

ん
は
「7
年
通
い
、
や
っ
と
貰
え
ま
し

た
」
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

当
日
は

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

約
千
人
も
の
観
客
が
訪
れ
、
会

場
全
体
に

響
き
わ
た
る
津
軽
三

味
線
の
力
強
く
か

つ
繊
細
な
音

色
に
拍
手
と
声
援
を
送
っ

て
い

ま
し
た
。
 

九
時
間
に
も
お
よ
ぶ
大
会
で
、
 

最
高
位
の

仁
太
坊
賞
は
岩
手
県

滝
沢
村
の
黒
滞
博
幸
さ
ん
が
獲

得
し
ま
し
た
。
 

▲出番を待つ参加者 

-3Iiza a . 	一望2刈認無てた 
各”’会上位入賞者 

圏4月29日 金中ソフトボール場 
第31回西北五中学校選抜ソフトボール大会 
●優 勝 金木中学校 

軍4月29日 町営相撲場 

第22回金木桜まつり西北五小中学校相撲大会 

●団 体】金木小学校2位、金木中学校2位 
●個 人】小学4年の部2位 白川 康靖（金木小） 

小学6年の部1位 野上 
中学 1年の部3位 津島 祐希（金木中） 
中学2年の部1位 大橋 聖哉（金木中） 

圏4月30日 芦野公園特設会場 
第2回西北五グラウンドゴルフ大会 
●優 勝 沢田 義昭（三軒町） 

匿5月4日 金中陸上競技場 
第25回芦野陸上競技選手権大会 
●小男200 M l 位 原田 周（嘉 瀬） 
●小男400MR3位 金 木 小 
●小男1500M 2位 福士 大志（金 木）・3位 今 

●小女200M 3位 今 あつみ（嘉 瀬） 
●小女400MR3位 喜良市小 
●小女800M 2位 川嶋 理奈（金 木）・3位 今 あゆみ（嘉 瀬） 
●中女1年lOOMl 位 伊丸岡操希（金木南） 

2位 小山内亜梨沙（金木南） 
●中女BOOM 3位 吉田 奈緒（金 木） 
●中女400MR3位 金木南中 
●中女走幅跳 3位 須崎 瑞穂（金木南） 
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ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に

あ
わ
せ
て
見
事
な
分

列
行
進
を
披
露
す
る

金
木
町
消
防
団
ら
 

団団団団 

員員員員 

今原米須
田塚崎 

満英 
昭次仁暁 

五
月
三
日
、
金
木
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で
金
木
北
部
消
防
団

連
絡
協
議
会
（
会
長

廿
櫛
引
幸
雄
）
 

主
催
に
よ
る
定
期
連
合
観
閲
式
が
、
 

金
木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小

泊
村
の
各
消
防
団
員
七
百
四
十
八

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
殉
職
消

防
職
員
、
団
員
に
対
し
て
参
列
者

一
同
が
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
つ
づ
い

て
姿
勢
服
装
と
機
械
器
具
の
点
検
、
 

放
水
演
習
、
模
擬
演
習
が
披
露
さ
 
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
各
分
団
員
全
員
に
よ

る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
来
賓
や

家
族
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
観
閲
式
で
行
わ
れ
た
各
表

彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

（
金
木
町分
）
 

◆
青
森
県
知
事
表
彰
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功
労
章
 

団
 

長
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長
 
泉
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佳
 
司
 

部
 

長
 
今
 

清
 
治
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
消
防
団
第
2
分
団
 

▽
優
良
消
防
分
団
（
現
場
功
労）
 

金
木
町
消
防
団
第
3
分
団
 

▽
有
功
章
 

団
 

長
 
櫛
引
 
幸
雄
 

▽
現
場
功
労
章
 

団
 

員
 
松
橋
 
実
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男
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団
 

員
 
田
中
 
正

団
 

員
 
原
田
 
忍

団
 

員
 
高
橋
 
信
久

▽
十
年
勤
続
章
 

長
 
白
川
登
喜
雄

長
 
中
谷
 
時
正

員
 
菅
原
 
松
男

員
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島
 
尚
文

員
 
福
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一
一
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班
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正
一
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竹
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義
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秋
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黒
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慶
治
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西
北
五
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会
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表
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副
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鉄
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上
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各
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を
町

長
が
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し
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委
員
で
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て
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ま
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。
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町と地域住民とのパイプ役 
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治
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副
会
長
 

平
成
十
四

年
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の
金
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術
磯
協
 

委
員
会
組

織
会
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四
月
十
久
口
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三
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催
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戸
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黒
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小
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荒
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木

沢
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阿
阿
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小
塚
高
長

高
高
津

藤
打
成
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小
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区
区
町

町

部
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(5）広報かなぎ 



一[3月定例会」― 
3月 5日からの一般質問で秋元洋子、中谷秀八、 

桑田茂議員が登壇し、南新町集会場計画、町民所得

向上対策、駅前開発等について、町長らに質問しま

した。 

内容は次のとおりです。 

広報かなぎ（6) 

秋
元
洋
子
議
員
 

「南
新
町
集
会
所
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。」
「
町村
合
併

に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き
た
い
。」
 

「金
木
再
開
発
の
計
画
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
聞
き
た
い
。」
「
町営
住
宅
建

替
え
計
画
の
進
行
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。」
 
「
学
校
の
週
休

二
日
制
へ
ど
う
対
応
す
る
の
か
。」
 

「過
疎
債
の
運
用
状
況
を
知
り
た

い
。」
 
「
社
協
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
あ

る
ま
じ
き
態
度
を
と
っ
て
い
る
人

が
い
る
。
ど
う
な
の
か
。」
 
「
多
動

症
生
徒
へ
の
予
算
が
出
な
く
な
っ

た
の
は
な
ぜ
か
」
 

鳴
海
町
長
 

「集
会
所
に
つ
い
て
は
、
駅
舎

新
築
の
関
連
か
ら
こ
の
二
階
に
多

目
的
な
集
会
所
を
設
置
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
が
、
 

町
内
会
で
集
会
所
が
必
要
で
あ
れ

ば
陳
情
し
て
も
ら
い
常
任
委
員
会

等
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。」
「昨

年
、
今
年
と
地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
町
村
合
併
は
避
け
て
通
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
金
木
以
北
の
二
町

二
村
で
四
月
一
日
を
め
ど
に
協
議

会
を
発
足
さ
せ
、
年
内
に
合
併
の

方
向
を
決
め
て
よ
り
よ
い
的
確
な

合
併
を
進
め
て
い
き
た
い
。」
 
「
駅

前
開
発
は
、
斜
陽
館
と
マ
ッ
チ
す

る
駅
舎
へ
の
立
替
え
、
中
学
校
統

合
も
視
野
に
入
れ
た
金
高
か
ら
駅

前
を
通
り
金
木
川
に
ぬ
け
る
道
路

の
拡
幅
整
備
を
行
う
開
発
を
考
え

て
い
る
。
駅
舎
新
築
に
つ
い
て
は

確
定
で
は
な
い
が
原
子
燃
料
サ
イ
 
 

ク
ル
事
業
推
進
特
別
対
策
事
業
を

活
用
し
て
実
施
し
た
い
。」
 
「ヘ
ル

パ
ー
に
つ
い
て
で
す
が
、
社
協
会

長
を
は
じ
め
職
員
の
方
に
も
十
分

気
を
つ
け
る
よ
う
通
告
し
ま
す
。」
 

角
田
助
役
 

「
町営
住
宅
の
建
替
え
計
画
樹

立
の
た
め
に
調
査
を
専
門
会
社
に

依
頼
し
現
在
で
き
つ
つ
あ
り
、こ

れ
を
も
と
に
策
定
委
員
会
、
関
係

課
と
関
係
機
関
の
職
員
で
検
討
を

加
え
年
度
内
に
は
計
画
を
決
定
し

た
い
。
計
画
の
原
案
か
ら
第
一
期

の
建
替
え
は造
成
が
終
っ
た
次
の

年
度
か
ら
四
、
五
年
で
古
い
順
に

八
十
三
戸
を
予
定
し
て
い
る
。」
 

教
育
次
長
 

「完
全
学
校
週
五
日
制
の
対
応

は
、
土
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
冠

婚
葬
祭
が
な
い
と
き
は
図
書
館
・

ロ
ビ
ー
・
ホ
ー
ル
を
開
放
す
る
。
 

中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
る
。
子
ど
も
触
れ
合

い
教
室
を
開
催
し
て
子
供
会
や
P
 

T
A
を
中
心
と
し
た
団
体
に
活
用

し
て
も
ら
う
。
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間
を
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す

る
。」
 

中
谷
教
育
長
 

「多
動
症
の
生
徒
に
は
支
援
員

と
い
う
形
で
講
師
が専
門
に
付
き

添
っ
て
教
育
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

今
年
か
ら
こ
の
支
援
員
と
い
う
制

度
が
な
く
な
り
別
な
形
で
従
来
ど

お
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「駅
舎
建
替
え
に
つ
い
て
、
鉄

道
業
と
し
て
使
わ
れ
る
部
分
に
原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
特
別
対
策

交
付
金
を
充
て
、集
会
的
な
ス
ペ
 

ー
ス
な
ど
の
部
分
つ
い
て
は
過
疎

債
と
い
う
形
で
想
定
し
て
い
る
。
 

建
物
の
構
造
ゃ
ス
ペ
ー
ス
的
な
も

の
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
、
津
軽

鉄
道
、
議
会
と
相
談
し
て
十
四
年

度
中
に
計
画
を
樹
立
し
十
五
年
度

実
施
に
向
け
て
動
き
た
い
。」
 

総
務
課
長
 

「
過疎
債
の
運
用
状
況
は
、
平

成
九
年
度
か
ら十
一
年
度
ま
で
一
ニ

年
間
、
平
成
十
ニ
年
度
か
ら
十
四

年
度
ま
で
三
年
間
と
い
う
形
で
一
一

期
に
わ
た
り
十
七
事
業
を行
っ
て

見
込
額
の
約
八
十
％
の
十
四
億
一1
1
 

千
万
円
余
り
が
過
疎
債
で
す
。」
 

中
谷
秀
八
議
員
 

「
町民
所
得
は
依
然
と
し
て
低

い
が
そ
の
向
上
対
策
は
あ
る
の

か
。」
「平
成
十
一
年
度
か
ら
現
在

ま
で
農
業
の
複
合
経
営
に
力
を
入

れ
た
点
を
聞
き
た
い
。」
「斜
陽
館

を
中
心
と
し
た
観
光
客
の
在
宅
型

対
策
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の

か
。」
「今
後
の
米
作
り
に
つ
い
て

行
政
と
し
て
の
役
割
を
どの
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。」
「
駅舎
新

築
で
テ
ナ
ン
ト
や
ホ
テ
ル
を
併
設

で
き
な
い
か
。
駅
舎
新
築
と
駅
前

開
発
は
同
時
に
行
う
の
か
。」
「特

産
品
の
開
発
と
観
光
農
園
の
増
進

の
考
え
は
な
い
の
は
。」
「団
地
移

転
先
と
し
て
川
倉
、
湯
の
川
地
区

の
考
え
は
な
い
の
か
。」
「合
併
特
 
 

例
法
の
期
限
内
実
施
ス
ケ
ジ
ュ

ー
 

ル
を
聞
き
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「所
得
向
上
対
策
と
し
て
、
コ

ン
バ
イ
ン
と
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど

の
導
入
、
転
作
奨
励
交
付
金
を
交

付
し
て
い
る
。」
「商
店
街
で
の
民

宿
経
営
と
い
う
こ
と
で
滞
在
型
を

考
え
た
が
実
現
で
き
な
い
現
状
で

あ
る
。」
「駅
舎
に
各
施
設
の
併
設

可
能
か
ど
う
か
再
度
確
認
し
て
検

討
す
る
。」
「特
産
品
開
発
は
行
政

だ
け
に
頼
ら
ず
自
分
で
も
勉
強
し

て
や
っ
て
ほ
し
い
。」
「移
転
先
は

委
員
会
な
ど
に
諮
り
な
が
ら
選
定

し
て
い
き
た
い
。」
 

総
務
課
長
 

「合
併
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
三

月
二
十
五
日
に
協
定
書
の
締
結
式

を
行
い
、
四
月
八
日
に
第
一
回
協

議
会
開
催
し
具
体
的
な
事
業
計
画

等
を
決
定
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

を
遅
く
と
も
十
二
月
議
会
ま
で
に

報
告
す
る
。
検
討
段
階
で
は
来
年

一
月
ご
ろ
に
新
市
町
村
の
建
設
計

画
を
策
定
。
十
六
年
に
建
設
計
画

が
決
定
し
合
併
協
定
書
と
か
議
会

の
議
決
と
な
り
、
遅
く
と
も
十
六

年
十
二
月
の
県
議
会
の
議
決
。
十

七
年
の
二
月
に
法
務
大
臣
へ
書
類

提
出
し
告
示
が
出
て
は
じ
め
て
11
1
 

月
に
合
併
で
き
る
見
通
し
で
あ

る
。」
 

農
林
課
長
 

「農
業
に
つ
い
て
、
生
産
コ
ス

ト
削
減
を
指
導
し
、
複
合
経
営
を

促
進
す
る
た
め
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
 

(
 

(
 


